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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 
 

氏 名
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 虞   雪健  
 

論文題目
T i t l e

 日本古典文学における中国夢遊物語のアダプテーション  
 
 本論文は、「一つの夢が物語全体の骨格を構築し、夢中の世界を自由に遊び回ることを描

いた」作品群を「夢遊物語」と定義し、それが、中国から東アジア、そして日本へと展開

する中で、如何に原作から離れて「多様に増殖され、さまざまなジャンルやメディアで創

造的に再構築され、断片的に商品化・消費化されるかという、アダプテーションの過程を

詳細に分析」しようとしたものである。論じる対象は、中国、朝鮮、ベトナムという拡が

りを踏まえて、日本の中世から近世の文芸、芸能、絵画への表象に及ぶ。精緻な文献学的

調査に立脚しながら、夢文化の諸相を、多角的に論じたものである。全五章からなるが、

序章を前置して本論を俯瞰し、終章で統括して、本論文の意義と今後の可能性、また課題

にも言及する。  
第一章「夢・夢文化と夢物語・夢遊物語」は、近現代の夢研究について、科学的・心理

学的分析の概観と通覧を行った上で、中国と日本との、それぞれの夢文化の研究を総括し、

日中の歴史的研究状況を確認する。そして「夢遊物語」の世界と内実を概観し、「三大夢遊

物語」である『枕中記』（邯鄲で盧生が見た黄粱一炊の夢を描く、本論において最も重要な

作品）、『南柯太守伝』、『桜桃青衣』の特徴を、それぞれ「枕の中の世界」、「蟻の国を通う」、

「講筵での夢」と名付けて、その詳細を考察する。さらに中国・ベトナム・韓国・日本に

おける「三大夢遊物語」の多様な流布と展開を丁寧に追跡して分析する。その解析は、本

論の第二章以下に展開する「夢遊物語」の日本におけるアダプテーションの歴史的考察に

おいても、しばしば言及される内実を含んでおり、本論において、第一章は、いわば総論

的位置づけを有する論述となっている。  
第二章「歴史物語と夢幻――『太平記』黄粱夢事――」は、日本における「邯鄲の夢」

受容の重要なエポックとなり、謡曲『邯鄲』の典拠ともなった『太平記』巻二十六の記事

を分析する。『太平記』おける『枕中記』の受容については、類書や詩註などによって簡略

化されて伝えられた二次的な記述を直接的な典拠とする可能性を探りつつ、それぞれの相

違を考察する。その上で、『太平記』における当該叙述の研究史について、精細な追跡と批

判を行い、宝剣出現と夢告を受けて提示された黄粱の夢の意味を、「夢遊物語」の文化論と

往還しつつ解釈する。そして「聖人に夢なし」という言説の理解を通じて、『太平記』内の

時間論と撰者の言説空間について、新たな視点で再解釈を行う。  
第三章「夢中の四季の舞――舞い踊る「邯鄲」――」では、謡曲『邯鄲』を取り上げ、

『太平記』との関係と距離を探り、咸陽宮の描出や『平家物語』との関係にも留意しなが

ら、その内容と成り立ち、そして演劇としての「夢遊」の表象を分析する。その上で、こ

の能楽作品自体の影響力を把捉し、近世の歌舞伎や浄瑠璃へのアダプテーションを追う。

その受容過程で、歌舞伎において女物と転じた「女廬生」の形象に着目して、その意義を



考察する。さらに、その表象を持つ浮世絵に分析を移し、豊富な絵画資料も用いながら、

その影響と拡がりについて、豊富な文献資料を踏まえて論じている。  
第四章「出版流通にともなう夢遊物語」は、近世の膨大な出版文化の中で「夢遊物語」

の様相を分析する。まず重要作品として、林羅山『恠談』の実態について考察を行い、『南

柯太守伝』とその影響作品が、同作の受容の中で、大衆にも広く読まれるようになること

を指摘する。その上で『南柯太守伝』の世界のアダプテーションが、怪異小説として位置

づけられて読まれていくことに注意し、「南柯の夢」の新たな変奏を論じている。一方で、

近世小説の歴史的展開の中で、仮名草子『小さかづき』に描かれた「南柯の夢」とその日

本的変容を追い、新資料の紹介も行う。さらに仮名草子『竹斎』の主人公・竹斎が、仮名

草子『杉楊枝』の中に描かれ、その形象が謡曲『邯鄲』を踏まえていることを論じながら、

竹斎像が『杉楊枝』という作品全体の構造に影響を与えていることを指摘する。さらに、

続く時代の浮世草子というジャンルにおける謡曲『邯鄲』のアダプテーションの多様さと

拡大について、資料紹介も行いつつ論を拡げる。  
第五章「「夢遊」趣向の草双紙の五十年」は、十八世紀の文芸に焦点を移し、「邯鄲の夢」

のアダプテーションとして、代表的な作品である黄表紙『金々先生栄花夢』へと論を展開

する。本章では、その前史として黄表紙以前の二十年を論じ、「夢遊物語」の戯作を発掘し、

通覧しつつ、『金々先生栄花夢』自体とそれ以後の作品世界を追跡し、解明するとともに、

「夢遊物語」として、これまでその重要性に注目されることがなかった黒本の『初夢かん

たん枕』を取り上げる。そして同作の中に、朝鮮通信使の行列から表象された異国形象が

あることを発見し、当時の対外意識をめぐっても論を進め、平行して、いくつかの重要な

資料を紹介・翻刻しながら、近世期の「夢遊物語」の全体像に見通しを付け、本論全体を

総括する「終章」へとつないでいく。  
このように本論文は、日本前近代の「夢」の文化史について、東アジアの古代から近世

まで、文芸・芸能・美術のアダプテーションを追いかけながら、精緻な文献学的考察を、

国際的・学際的な観点から行ったものである。その方法は、ベトナムや朝鮮半島の資料に

至るまで、漢字文化圏の関連文献を広く渉猟して行われ、東アジア文化を俯瞰する視点か

ら、日本文芸の考察へと掘り下げ、網羅的にして精緻な専門的考察を行うもので、論述は

明快であり、対象とする時代や作品は多岐にわたる。スケールの大きなその研究姿勢と内

容は、多様なパースペクティブへ向けて、学際的に示唆的な叙述も多い。同時にその研究

は、通史的な概観に留まらず、個別の作品についても、研究の現在を問い直す、特記すべ

き専門性を有している。第二章の『太平記』の読解や、第五章の草双紙の論がその代表例

である。  
また第三章では、浮世絵の女盧生の多彩な造形が論じられるが、こうした主人公のジェ

ンダー転換については、中国の例も一部紹介されるものの、きわめて日本的と考えられる

側面を持ち、今後の考察の深まりに期待される。また「聖人に夢なし」をめぐる分析につ

いては、今後の分析によっては、日中の思想史的比較論にも展開する可能性が指摘された。

その他、未翻刻資料の翻刻・分析といった資料的な文献学的寄与も多い。さらに草双紙の

分析の中に、当時の朝鮮通信使の行列の表象があることを発見し、そこに当時の異国観と

自国意識の対照を読み解くことなども、特記すべき、国際的・学際的な研究上の達成であ

る。  



ただし、そうした達成を認めた上で、いくつかの改善点や、今後の論述展開についての

指摘もあった。大きな問題としては、夢の文化をめぐって、仏教の世界観との関わりと「夢

幻」などについての考察が少ないこと、また中国思想について、一部言及はあるものの『荘

子』など、もっと比較対照すべき論点があるのではないか、ということなどである。また

本論のキーワードである「アダプテーション」という概念の有用性と限界についても、問

いが発せられた。そして、本論では、この概念の応用が主軸の研究となっているために、

中国の「夢遊物語」受容以前の日本的な夢文化の様相について、考察がもう少し必要では

ないか、との指摘もあった。  
その他、たとえば重要な文学用語「やつし」について、現代の研究史をより厳密に踏ま

えるべき点がある、との懸念も提出された。それは、一語のターミノロジーに留まらず、

本論が展開する個別の文献的追跡や情報総体について、今後さらなる深まりが必要である、

という観点にも通ずる指摘である。今後の本論公刊にあたって、各章個別にそれぞれの専

門知とシビアに対峙して議論を深め、より高い止揚を目指す努力がもとめられるだろう。

引き続き、飽くなき考察を積み重ね、日本語、中国語、それぞれのかたちで論著を公刊し、

国際的な学界へ、広く裨益する学術的活動が望まれる。  
 ただしそれらの課題は、申請者の今後の研究の発展における明確な方向性を示すもので

もあり、本論文が、「夢遊物語」の分析を基軸に、東アジアの夢文化と文芸の交流について、

画期的な飛躍をもたらす労作であることは、十分に評価できる。以上の諸点から、審査委

員会一同は、全員一致で本論文を学位授与に相当するものと判定した。  
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